
   

令和７年２月６日 

 

湯本豪一記念日本妖怪博物館（三次もののけミュージアム）春の企画展

「幻獣 GENJU －信じられてきたものたち－」の開催について 

 

 

 

湯本豪一記念日本妖怪博物館（三次もののけミュージアム）では、令和７年度の

春の企画展「幻獣 GENJU」を次のとおり開催します。ぜひご来館ください。 

 

企画展タイトル：春の企画展 「幻獣 GENJU －信じられてきたものたち－」 

 

会期 ： 令和７年３月７日（金）～６月２４日（火） 

※会期中、展示替えを行います。※会期中の休館日＝毎週水曜日  

 

会場 ： 湯本豪一記念日本妖怪博物館（三次もののけミュージアム）企画展示室 

      広島県三次市三次町１６９１－４ 

 

主催 ： 湯本豪一記念日本妖怪博物館（三次もののけミュージアム） 

 

協力 ： 広島県立歴史民俗資料館、庄原市役所西城支所、府中市上下歴史文化 

 資料館、西城町観光協会、上下町つちのこ会、常清山東光坊、備後上下 

ふる里翁館、ムー編集部（ワン・パブリッシング） 

 

内容 ： 未知で不思議でどこか好奇心をくすぐられる存在「幻獣」。人魚や河童と 

いった幻獣は、実際にはいないけれども、いると人々に信じられ、数多くの 

記録が今に残されてきました。本展示は、当館所蔵の幻獣に関する本や錦 

絵、ミイラなどを一堂に展示する企画展です。また、ヒバゴン、ツチノコなど 

広島県内の幻獣も特集し、ご覧いただきます。ほか、企画展関連イベントと 

してスペシャルトークやワークショップ、ギャラリートークを開催します。 

 

見所 ： 

【その①】 

日本妖怪博物館で初めての「幻獣」がテーマの企画展。幻獣に関する本や瓦版、絵

巻、錦絵などの資料を、初めて一堂に集めた展示は必見です！ 

【その②】 

見世物から信仰の対象にもなった人魚や河童、天狗などの「幻獣」。人々が求め生

み出された「幻獣ミイラ」もあわせて一挙公開します！ 



   

【その③】 

未確認生物「ヒバゴン」（庄原市西城町）や「ツチノコ」（府中市上下町）、初公開『天

狗の爪』（三次市作木町・常清山東光坊蔵）など、広島県ゆかりの「幻獣」を特集し、

紹介します！ 

 

≪添付資料≫ 企画展チラシ（表・裏） 

 

広島県三次市 

地域共創部  まちづくり交通課 

湯本豪一記念日本妖怪博物館（三次もののけミュージアム）  

（担当：伏見）  

TEL：０８２４－６９－０１１１ FAX：０８２４－６９－０１１２ 






